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背 景

方 法

結 果

⚫統計的思考が不十分な児童は、自分自身で考え判断するのではなく多数意見に依って行動選択するという「多数同調傾向」の児童
に多かった。

⚫ 「多数同調傾向」は周囲の目を気にかけ、援助希求できない（助けを求めることができない）という態度、心の健康状態とも関係して
いることが示唆された。

⚫援助希求できる児童については、その親/保護者も援助希求できるタイプが多いという関係性が示された。

⚫大人の統計的思考もまた、「多数同調傾向」との関係が強かった。小学5年生の児童たちと、彼らを取り巻く大人たちとの間に、共通す
る行動パターンがあることが示された。
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